
粕谷和夫の観察日記。㋁20 日、朝は氷点下の寒さであったが、日中は暖かくなったので横浜線の中山駅から鴨居駅ま

での間、恩田川から鶴見川の右岸堤防を散策しました。オオバンが次々に出現して全部で５０羽以上はいました。写真

は嘴を水中に突っ込んで餌をとっているところです。近くからウグイスの囀りも聞こえてきました。今季の初音です。 

紅葉台新聞は、「高尾フモト同盟」の HP に公開されています。高尾の情報や働く人たちが紹介されています。興味を

持った方は、覗いてみてください。また、皆様からの情報や投稿もお待ちしています。 

 

粕谷和夫の季節の便り    ヒクイナ（2025年 2月 

 国の天然記念物であるヤンバルクイナは沖縄県

に棲んでいます。ヤンバルクイナの仲間のヒクイナ、

クイナが八王子にも棲んでいます。添付の写真は今

年の1月から 2月の間に浅川の支流の湯殿川で撮っ

たもので、左がヒクイナ、右が

クイナです。 ヒクイナはカラ

スより少し小さい大きさで、ず

んぐりとした体形、全身赤っぽ

い羽色、腹から後方には白色と

黒褐色の縞模様があり、泥地や

湿地で脚をとられることなく

自由に歩き回ることができま

す。2020 年に改訂された環境省のレッドリストで

準絶滅危惧種（生息条件の変化によっては、より危

険度の高い絶滅危惧に移行する可能性のある種）に

選定されています。 現在は準絶滅危惧種になって

しまったヒクイナですが、高度経済成長以前の八王

子の田んぼではそれほど珍しくなく観察されてい

たと思います。その一例として八王子・日野カワセ

ミ会の会報第 50 号（2013 年春号）に「1969 年 7

月 4 日に八王子市石川町の田んぼでヒクイナが観

察された」との記載があります。しかし、その後は

数年に 1 回程度しか観察されなくなってしまいま

した。 

 このヒクイナが昨年から数か所で観察されるよ

うになりました。最近における野鳥の慶事として喜

んでいます。しかも昔は春に渡って来て子育てをし

て秋には南の国に帰る「渡り鳥（夏鳥）」でしたが、

昨年からの観察では冬でも観察されることから「留

鳥」になったのではないかと思います。   

湯殿川では昨年は巣立ち直後と思われる雛連れ

の親子が観察され、今年の冬も継続して観察されて

います。ここにはツルヨシが繁茂していて生息環境

として好適であること、小規模ながら川の左岸に田

んぼがあることがヒクイナ復活のキーポイントと

思っています。 なお、東京都 23 区内で唯一の繁

殖地となっている葛西臨海公園では、2 月 8 日〜3

月 31 日に「ヒクイナ企画展」が開催されています。

キャッチコピーは「人知れず暮らすこの鳥を、今よ

り少し身近に感じてみませんか？」とあります。 

粕谷和夫のブログ 「鳥見歩る記」 

http://kk-kasuya.cocolog-nifty.com/blog/ 
写真右 国の天然記念物のヤンバルクイ

ナ 

*野鳥を愛することは自然環境の保護

に繋がります。（関谷） 

粕谷和夫の観察日記 
八王子・湯殿川にはツルヨシが

川底から生えて、あちこちに小群

落をつくっています。冬になって

も枯れたツルヨシが健在で株元に

はバン、クイナ、ヒクイナが潜んで

います。地上部には、エナガ、メジ

ロなどがやってきて、幹を突きそ

の中の虫を食べています。 

モズのオス（左）と

メス（右）です。オス

のほうがメスより何

となく優しい表情に

見えませんか。2 月４

日八王子・高月水田の２月の野鳥定期カウントでの 2 コ

マです。この日は、田んぼにツグミ２羽、タヒバリ４０

羽、ハクセキレイ５羽、ハシボソガラス１００羽もいま

した。 

2025 年 2 月 13 日、多摩川ニュー 

タウン内の清水入緑地で２月の野鳥

定期カウント時に出合ったトラツグ

ミです。全体的に羽の縁に黒い色が

入っていることで、虎のような模様に

見えるのでこの名前になりました。森

の中の地面と同化してなかなか見つけづらい鳥です。４

月から７月になると夜中笛を吹くような独特の鳴き声で

鳴きます。その声は「ヒィー、ヒィー」「ヒョー、ヒョー」

と寂しく気味が悪い声で、鵺（ぬえ）鵺鳥（ぬえどり）

と言われています。 

 

まいどおおきに 元八王子食堂 
住所は、東京都八王子市元八

王子町１丁目４６４。ここは、地

元の人々に愛されている食堂

で、美味しい家庭料理が評判で

す。第３日曜日は小学生までは

無料で食べることが出来ます。メニューには、定食や麺

類、丼物などの和食が中心に並んでいます。刺身定食や

カツ丼、ラーメンなど、ボリューム満点の料理がバイキ

ング方式で楽しめます。ご飯は昔ながらの大きな釜で炊

いたコシヒカリでした。なにより価格もリーズナブルで、

コスパが高いです。食事の特徴は、おふくろの

味を感じる素朴で家庭的な味わいです。営業時

間は、朝 7 時から 21 時まで。かなり早くから

オープンしているので、朝ごはんにも利用でき

ますよ。気軽に立ち寄ってみてください。並び

にはお菓子のシャトレーゼがありました。 
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